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平成２８年度 情報統括本部 広報事業室 事業報告（報告）

広報事業室

１．広報物発行に関する事項

（１）情報統括本部パンフレット

 情報統括本部の事業内容を紹介するパンフレットを年度初頭に発行する事になっている。

今年度は、4 つ折り 8 ページのリーフレットを平成 28 年 5 月に発行した。 
発行物名：INFORMATION INFRASTRUCTURE INITIATIVE 2016 
発行部数：500 部 

（２）情報統括本部 IT だより

情報統括本部のサービスに関するニュースを、学内の全職員に向け年 1～2 回程度発行する

事になっている。今年度は、春号を 3 つ折り 6 ページのリーフレットとして平成 28 年 5 月

に発行した。

発行物名：九州大学情報統括本部 IT だより Vol.11 2016 春号 
発行部数：各 3000 部 

（３）情報統括本部 年報

情報統括本部の活動全般を外部に知って頂くために毎年発行する事になっている。本年度

は、2015 年度版を 10 月に発行し、関係の深い他大学計算機センター、及び情報統括本部各

種委員会に所属する学内および学外の委員へ送付した。加えて、学内他部局、情報統括本部

所属の教職員へ配布した。

発行物名：2015 年度 九州大学 情報統括本部 年報 
発行部数：250 部 

（４）情報統括本部 お問い合わせ窓口一覧

情報統括本部の実施するサービスに関する問い合わせ窓口の一覧を、学内の全職員に向け、

年に 1 回程度発行する事になっている。移転後の窓口を周知する為、今年度は 10 月に発行

し、配布した。

発行予定物名：九州大学 情報統括本部 お問い合わせ窓口一覧

発行予定部数：3200 部 

２．情報統括本部 Web サイト運用・管理に関する事項 
（１）情報統括本部 Web サイト運用・管理

情報統括本部 Web サイトのトップページの管理・運用を継続して行っている。掲載コンテ

ンツの情報更新に加え、イベント告知や情報セキュリティに関する周知を掲載した。

３．ポスター作成に関する事項

（１）情報統括本部 Web サイト運用・管理

今年度は、講習会の案内、サービス説明会の案内に関する計 12 件のポスターの依頼があり、

作成した。
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平成２８年度 情報統括本部 九大 CSIRT（情報セキュリティ対策室） 事業報告 
 

                          九大 CSIRT（情報セキュリティ対策室） 

 
九州大学の情報セキュリティの保全のさらなる強化を目的に、平成 28 年 9 月 30 日付けで情報セキ

ュリティ対策室を発展的に改組し、これまで同室が行ってきた情報セキュリティインシデント等が発

生した際の応急対応、調査等の事後対策ならびに日々の情報セキュリティ状況の把握と情報セキュリ

ティインシデントの事前防止など安全な九州大学サイバー空間の維持・強化に取り組んだ。 
 
１．情報インシデントの事前防止 

(1) 注意喚起等 
 長期休暇中（ゴールデンウィーク，お盆期間中）の著作権侵害等の違法行為について，未然に

防ぐための注意喚起を行った。（情報セキュリティ対策室 HP に掲載，部局長等へ通知） 
 「情報セキュリティ安全対策（個人マニュアル）」を九大教職員へ配付した。（情報セキュ

リティ対策室 HP において電子版を配付） 
 「情報セキュリティガイド」を教職員，学生，その他利用者へ配付した。（情報セキュリ 

ティ対策室 HP において電子版を配付）（平成 28 年 4 月配付） 
 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の策定により，他の事業室やタスクフォースと連

携しながら「九州大学情報セキュリティポリシー」を第 5 版へ改定した。また，関連した制

度の変更や規程等の制定を行った。 
 伊都地区への移転及び九大 CSIRT の設置に伴い，情報インシデントが発生した場合の処理

・連絡フローを改定した。 
   

(2)情報セキュリティ対策についての講演 
 平成 28 年度個人情報保護研修会（総務部総務課主催）へ講師派遣 

（平成 29 年 2 月 9 日 講師：嶋吉准教授、 平成 29 年 2 月 10 日 講師：笠原助教） 
 薬学研究院ファカルティ・ディベロプメントへ講師派遣 

（平成 29 年 3 月 8 日 講師：岡村教授） 
 

(3)情報インシデント対策に関する広報や文書作成 
 情報インシデント対策に関する注意喚起等に係る文書を作成し，学内に注意喚起を行った。 

1. 人事異動に係るＩＤやパスワードの適正な管理について 
2. 複合機に対する適切なアクセス制限等の実施について 
3. 九大図書館を名乗る不審メールについて 
4. Warnings about Suspicious e-Mails 
5. Apache Struts2 の脆弱性を狙った攻撃について   
6. Warnings about a vulnerability in Apache Struts2  
7. 文部科学省が送信したメールが標的型メール攻撃に悪用された事案について 
8. 九州大学を騙る不審メールについて 
9. 九州大学を標的にした不審メールについて 
10. メール容量超過を偽った不審メールについて 
11. NAS やネットワークカメラ等の管理画面の学外における公開制限について 

第15章　�九大CSIRT（情報セキュリティ対策）

15.1 情報インシデントの事前防止
（1）注意喚起等

（2）情報セキュリティ対策についての講演

（3）情報インシデント対策に関する広報や文書作成
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12. ヤマト運輸を装った添付ファイル付きの不審メールについて 
13. 九州大学を騙る不審メールについて 
14. DNS サーバ BIND の脆弱性対策について 
15. BIND Exploitation of the vulnerabilities may allow a remote attacker to cause a 

denial-of-service condition. 
16. 年末年始のインターネット等の利用について 
17. Reminder for computer security in this holiday season 
18. PHPMailer における修正版ソフトウェアの公開について 
19. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて 
20. 九州大学を騙りメール容量超過を装った不審メールについて 
21. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて（その 2） 
22. WordPress のセキュリティ対策の実施について 
23. Apache Struts 2 の脆弱性への対策の実施について 

 
(4)九大 CSIRT の訓練を開始 

「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，平成 29 年 3 月 30 日にラックに

よる研修会を計画し、受講した。 
 

(5)「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」に基づき，「事業継続のために重要な ICT 機器」

について学内に照会した。また，情報機器の管理状況の把握及び必要な措置について検討した。 
 
２．情報インシデントの応急対応 

情報セキュリティインシデント（ウィルス，不正アクセス，不正通信）対応 
 セキュリティポリシーに対応したファイアウォールの運用を実施し、Ｐ２Ｐソフトウェア

の使用による不正な情報通信の遮断を実施した。 
 国立情報学研究所の「大学間連携に基づく情報セキュリティ体制の基盤構築」の試行運用

に協力している。また, 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，日本シ

ーサート協議会への加盟申請を検討した。 
 情報統括本部から当該支線 LAN 管理者へ IDS による検知通知を行っているが，通知して

も反応がない場合，踏み台による攻撃や著作権侵害などを防止するとともに，利用者に不

具合を知らせるために次のような対応を実施している。 
・インシデント通知後，翌日正午までに返答がない場合，当該 IP アドレスのフィルタ

を行う。 
・ただし，申し出があった場合は速やかに解除を行う。 

 
３．情報インシデントの調査，事後対策 

(1)インシデント状況について，情報政策委員会及び役員・部局長懇談会で報告を行った。 
 平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月までにウイルス・ワーム感染系 32 件，セキュリティ被害

及び不正利用系 51 件，著作権関連 0 件,PC 等盗難その他 4 件のインシデントの対応を行っ

た。 
※平成 28 年度 情報セキュリティインシデント管理状況・・・［参考資料 1］ 

         また，該当部署の情報セキュリティ責任者への口頭注意や，福岡県警との情報共有を行った。 
(2)キャンパス内のセキュリティ状況の把握及び対策について 

 

 

平成２８年度 情報統括本部 九大 CSIRT（情報セキュリティ対策室） 事業報告 
 

                          九大 CSIRT（情報セキュリティ対策室） 

 
九州大学の情報セキュリティの保全のさらなる強化を目的に、平成 28 年 9 月 30 日付けで情報セキ

ュリティ対策室を発展的に改組し、これまで同室が行ってきた情報セキュリティインシデント等が発

生した際の応急対応、調査等の事後対策ならびに日々の情報セキュリティ状況の把握と情報セキュリ

ティインシデントの事前防止など安全な九州大学サイバー空間の維持・強化に取り組んだ。 
 
１．情報インシデントの事前防止 

(1) 注意喚起等 
 長期休暇中（ゴールデンウィーク，お盆期間中）の著作権侵害等の違法行為について，未然に

防ぐための注意喚起を行った。（情報セキュリティ対策室 HP に掲載，部局長等へ通知） 
 「情報セキュリティ安全対策（個人マニュアル）」を九大教職員へ配付した。（情報セキュ

リティ対策室 HP において電子版を配付） 
 「情報セキュリティガイド」を教職員，学生，その他利用者へ配付した。（情報セキュリ 

ティ対策室 HP において電子版を配付）（平成 28 年 4 月配付） 
 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の策定により，他の事業室やタスクフォースと連

携しながら「九州大学情報セキュリティポリシー」を第 5 版へ改定した。また，関連した制

度の変更や規程等の制定を行った。 
 伊都地区への移転及び九大 CSIRT の設置に伴い，情報インシデントが発生した場合の処理

・連絡フローを改定した。 
   

(2)情報セキュリティ対策についての講演 
 平成 28 年度個人情報保護研修会（総務部総務課主催）へ講師派遣 

（平成 29 年 2 月 9 日 講師：嶋吉准教授、 平成 29 年 2 月 10 日 講師：笠原助教） 
 薬学研究院ファカルティ・ディベロプメントへ講師派遣 

（平成 29 年 3 月 8 日 講師：岡村教授） 
 

(3)情報インシデント対策に関する広報や文書作成 
 情報インシデント対策に関する注意喚起等に係る文書を作成し，学内に注意喚起を行った。 

1. 人事異動に係るＩＤやパスワードの適正な管理について 
2. 複合機に対する適切なアクセス制限等の実施について 
3. 九大図書館を名乗る不審メールについて 
4. Warnings about Suspicious e-Mails 
5. Apache Struts2 の脆弱性を狙った攻撃について   
6. Warnings about a vulnerability in Apache Struts2  
7. 文部科学省が送信したメールが標的型メール攻撃に悪用された事案について 
8. 九州大学を騙る不審メールについて 
9. 九州大学を標的にした不審メールについて 
10. メール容量超過を偽った不審メールについて 
11. NAS やネットワークカメラ等の管理画面の学外における公開制限について 

（4）九大 CSIRT の訓練を開始

（5） �「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」に基づき，「事業継続のために重要な ICT 機器」について
学内に照会した。また，情報機器の管理状況の把握及び必要な措置について検討した。

15.2　情報インシデントの応急対応

15.3　情報インシデントの調査，事後対策
（1）情インシデント状況について，情報政策委員会及び役員・部局長懇談会で報告を行った。

 

 

 IDS（侵入検知装置）により各支線のセキュリティ侵害の監視を行った。被害を検知した場

合は，各支線ＬＡＮ管理者に対応を行うよう連絡し，その際予防及び対応策についても適

時アドバイスを行った。 
 情報セキュリティインシデントが発生した場合の処理フローにしたがって，15 件（平成 29

年 3 月現在）の報告書を処理した。 
 

 

 

12. ヤマト運輸を装った添付ファイル付きの不審メールについて 
13. 九州大学を騙る不審メールについて 
14. DNS サーバ BIND の脆弱性対策について 
15. BIND Exploitation of the vulnerabilities may allow a remote attacker to cause a 

denial-of-service condition. 
16. 年末年始のインターネット等の利用について 
17. Reminder for computer security in this holiday season 
18. PHPMailer における修正版ソフトウェアの公開について 
19. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて 
20. 九州大学を騙りメール容量超過を装った不審メールについて 
21. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて（その 2） 
22. WordPress のセキュリティ対策の実施について 
23. Apache Struts 2 の脆弱性への対策の実施について 

 
(4)九大 CSIRT の訓練を開始 

「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，平成 29 年 3 月 30 日にラックに

よる研修会を計画し、受講した。 
 

(5)「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」に基づき，「事業継続のために重要な ICT 機器」

について学内に照会した。また，情報機器の管理状況の把握及び必要な措置について検討した。 
 
２．情報インシデントの応急対応 

情報セキュリティインシデント（ウィルス，不正アクセス，不正通信）対応 
 セキュリティポリシーに対応したファイアウォールの運用を実施し、Ｐ２Ｐソフトウェア

の使用による不正な情報通信の遮断を実施した。 
 国立情報学研究所の「大学間連携に基づく情報セキュリティ体制の基盤構築」の試行運用

に協力している。また, 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，日本シ

ーサート協議会への加盟申請を検討した。 
 情報統括本部から当該支線 LAN 管理者へ IDS による検知通知を行っているが，通知して

も反応がない場合，踏み台による攻撃や著作権侵害などを防止するとともに，利用者に不

具合を知らせるために次のような対応を実施している。 
・インシデント通知後，翌日正午までに返答がない場合，当該 IP アドレスのフィルタ

を行う。 
・ただし，申し出があった場合は速やかに解除を行う。 

 
３．情報インシデントの調査，事後対策 

(1)インシデント状況について，情報政策委員会及び役員・部局長懇談会で報告を行った。 
 平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月までにウイルス・ワーム感染系 32 件，セキュリティ被害

及び不正利用系 51 件，著作権関連 0 件,PC 等盗難その他 4 件のインシデントの対応を行っ

た。 
※平成 28 年度 情報セキュリティインシデント管理状況・・・［参考資料 1］ 

         また，該当部署の情報セキュリティ責任者への口頭注意や，福岡県警との情報共有を行った。 
(2)キャンパス内のセキュリティ状況の把握及び対策について 
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第 15 章　九大 CSIRT



 

 

12. ヤマト運輸を装った添付ファイル付きの不審メールについて 
13. 九州大学を騙る不審メールについて 
14. DNS サーバ BIND の脆弱性対策について 
15. BIND Exploitation of the vulnerabilities may allow a remote attacker to cause a 

denial-of-service condition. 
16. 年末年始のインターネット等の利用について 
17. Reminder for computer security in this holiday season 
18. PHPMailer における修正版ソフトウェアの公開について 
19. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて 
20. 九州大学を騙りメール容量超過を装った不審メールについて 
21. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて（その 2） 
22. WordPress のセキュリティ対策の実施について 
23. Apache Struts 2 の脆弱性への対策の実施について 

 
(4)九大 CSIRT の訓練を開始 

「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，平成 29 年 3 月 30 日にラックに

よる研修会を計画し、受講した。 
 

(5)「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」に基づき，「事業継続のために重要な ICT 機器」

について学内に照会した。また，情報機器の管理状況の把握及び必要な措置について検討した。 
 
２．情報インシデントの応急対応 

情報セキュリティインシデント（ウィルス，不正アクセス，不正通信）対応 
 セキュリティポリシーに対応したファイアウォールの運用を実施し、Ｐ２Ｐソフトウェア

の使用による不正な情報通信の遮断を実施した。 
 国立情報学研究所の「大学間連携に基づく情報セキュリティ体制の基盤構築」の試行運用

に協力している。また, 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，日本シ

ーサート協議会への加盟申請を検討した。 
 情報統括本部から当該支線 LAN 管理者へ IDS による検知通知を行っているが，通知して

も反応がない場合，踏み台による攻撃や著作権侵害などを防止するとともに，利用者に不

具合を知らせるために次のような対応を実施している。 
・インシデント通知後，翌日正午までに返答がない場合，当該 IP アドレスのフィルタ

を行う。 
・ただし，申し出があった場合は速やかに解除を行う。 

 
３．情報インシデントの調査，事後対策 

(1)インシデント状況について，情報政策委員会及び役員・部局長懇談会で報告を行った。 
 平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月までにウイルス・ワーム感染系 32 件，セキュリティ被害

及び不正利用系 51 件，著作権関連 0 件,PC 等盗難その他 4 件のインシデントの対応を行っ

た。 
※平成 28 年度 情報セキュリティインシデント管理状況・・・［参考資料 1］ 

         また，該当部署の情報セキュリティ責任者への口頭注意や，福岡県警との情報共有を行った。 
(2)キャンパス内のセキュリティ状況の把握及び対策について 
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                          九大 CSIRT（情報セキュリティ対策室） 

 
九州大学の情報セキュリティの保全のさらなる強化を目的に、平成 28 年 9 月 30 日付けで情報セキ

ュリティ対策室を発展的に改組し、これまで同室が行ってきた情報セキュリティインシデント等が発

生した際の応急対応、調査等の事後対策ならびに日々の情報セキュリティ状況の把握と情報セキュリ

ティインシデントの事前防止など安全な九州大学サイバー空間の維持・強化に取り組んだ。 
 
１．情報インシデントの事前防止 

(1) 注意喚起等 
 長期休暇中（ゴールデンウィーク，お盆期間中）の著作権侵害等の違法行為について，未然に

防ぐための注意喚起を行った。（情報セキュリティ対策室 HP に掲載，部局長等へ通知） 
 「情報セキュリティ安全対策（個人マニュアル）」を九大教職員へ配付した。（情報セキュ

リティ対策室 HP において電子版を配付） 
 「情報セキュリティガイド」を教職員，学生，その他利用者へ配付した。（情報セキュリ 

ティ対策室 HP において電子版を配付）（平成 28 年 4 月配付） 
 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の策定により，他の事業室やタスクフォースと連

携しながら「九州大学情報セキュリティポリシー」を第 5 版へ改定した。また，関連した制

度の変更や規程等の制定を行った。 
 伊都地区への移転及び九大 CSIRT の設置に伴い，情報インシデントが発生した場合の処理

・連絡フローを改定した。 
   

(2)情報セキュリティ対策についての講演 
 平成 28 年度個人情報保護研修会（総務部総務課主催）へ講師派遣 

（平成 29 年 2 月 9 日 講師：嶋吉准教授、 平成 29 年 2 月 10 日 講師：笠原助教） 
 薬学研究院ファカルティ・ディベロプメントへ講師派遣 

（平成 29 年 3 月 8 日 講師：岡村教授） 
 

(3)情報インシデント対策に関する広報や文書作成 
 情報インシデント対策に関する注意喚起等に係る文書を作成し，学内に注意喚起を行った。 

1. 人事異動に係るＩＤやパスワードの適正な管理について 
2. 複合機に対する適切なアクセス制限等の実施について 
3. 九大図書館を名乗る不審メールについて 
4. Warnings about Suspicious e-Mails 
5. Apache Struts2 の脆弱性を狙った攻撃について   
6. Warnings about a vulnerability in Apache Struts2  
7. 文部科学省が送信したメールが標的型メール攻撃に悪用された事案について 
8. 九州大学を騙る不審メールについて 
9. 九州大学を標的にした不審メールについて 
10. メール容量超過を偽った不審メールについて 
11. NAS やネットワークカメラ等の管理画面の学外における公開制限について 

 

 

 IDS（侵入検知装置）により各支線のセキュリティ侵害の監視を行った。被害を検知した場

合は，各支線ＬＡＮ管理者に対応を行うよう連絡し，その際予防及び対応策についても適

時アドバイスを行った。 
 情報セキュリティインシデントが発生した場合の処理フローにしたがって，15 件（平成 29

年 3 月現在）の報告書を処理した。 
 

 

 

12. ヤマト運輸を装った添付ファイル付きの不審メールについて 
13. 九州大学を騙る不審メールについて 
14. DNS サーバ BIND の脆弱性対策について 
15. BIND Exploitation of the vulnerabilities may allow a remote attacker to cause a 

denial-of-service condition. 
16. 年末年始のインターネット等の利用について 
17. Reminder for computer security in this holiday season 
18. PHPMailer における修正版ソフトウェアの公開について 
19. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて 
20. 九州大学を騙りメール容量超過を装った不審メールについて 
21. 日本マイクロソフトを装った不審メールについて（その 2） 
22. WordPress のセキュリティ対策の実施について 
23. Apache Struts 2 の脆弱性への対策の実施について 

 
(4)九大 CSIRT の訓練を開始 

「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，平成 29 年 3 月 30 日にラックに

よる研修会を計画し、受講した。 
 

(5)「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」に基づき，「事業継続のために重要な ICT 機器」

について学内に照会した。また，情報機器の管理状況の把握及び必要な措置について検討した。 
 
２．情報インシデントの応急対応 

情報セキュリティインシデント（ウィルス，不正アクセス，不正通信）対応 
 セキュリティポリシーに対応したファイアウォールの運用を実施し、Ｐ２Ｐソフトウェア

の使用による不正な情報通信の遮断を実施した。 
 国立情報学研究所の「大学間連携に基づく情報セキュリティ体制の基盤構築」の試行運用

に協力している。また, 「九州大学情報セキュリティ対策基本計画」の取組として，日本シ

ーサート協議会への加盟申請を検討した。 
 情報統括本部から当該支線 LAN 管理者へ IDS による検知通知を行っているが，通知して

も反応がない場合，踏み台による攻撃や著作権侵害などを防止するとともに，利用者に不

具合を知らせるために次のような対応を実施している。 
・インシデント通知後，翌日正午までに返答がない場合，当該 IP アドレスのフィルタ

を行う。 
・ただし，申し出があった場合は速やかに解除を行う。 

 
３．情報インシデントの調査，事後対策 

(1)インシデント状況について，情報政策委員会及び役員・部局長懇談会で報告を行った。 
 平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月までにウイルス・ワーム感染系 32 件，セキュリティ被害

及び不正利用系 51 件，著作権関連 0 件,PC 等盗難その他 4 件のインシデントの対応を行っ

た。 
※平成 28 年度 情報セキュリティインシデント管理状況・・・［参考資料 1］ 

         また，該当部署の情報セキュリティ責任者への口頭注意や，福岡県警との情報共有を行った。 
(2)キャンパス内のセキュリティ状況の把握及び対策について （2）キャンパス内のセキュリティ状況の把握及び対策について
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参考資料１ 
セキュリティインシデント管理状況

（日毎の集計）

項 目 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

平
成
２
８
年
度

ウイルス･ワーム

感染系
3 2 3 0 1 1 0 11 5 3 0 3 32 件 

セキュリティ被害
不正利用系 3 1 1 2 5 2 4 8 8 4 4 9 51 件 

著作権関連 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 件 

PC 盗難、その他 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 4 件 

計 9 3 4 2 6 4 4 19 13 7 4 12 87 件 

項 目 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 計 

年
度
別

ウイルス･ワーム

感染系
117 101 58 74 32 382 件 

セキュリティ被害
不正利用系 139 106 96 54 51 446 件 

著作権関連 53 1 1 0 0 55 件 

PC 盗難、その他 10 3 10 12 4 39 件 

計 319 211 165 65 87 847 件 

※侵入検知装置(IDS)等による検知及び学内外から報告があったインシデントの件数、

同一端末インシデントでも別日に再発すれば、再計上。

【主なインシデントの内容】(平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月) 
・ネットワーク型ワームの感染の疑い 32件 
・内部ホストに対する攻撃（SQLインジェクション攻撃等） 25件 
・パスワードを破られたユーザーが踏み台となり外部に対し迷惑メールが送信される 16件
・不審メールの添付ファイルを開封 3件 
・webサイトの改竄 1件 

全学基本メール事業室

１．職員基本メールサービスに関する事項

（１） 職員メールサーバの提供

2014 年 3 月に更新したメールシステムで継続して基本的な電子メール機能を提供した。

POP，IMAP とウェブメールを提供した。利用者あたりのメールボックス容量は 2015 年

11 月の拡大後変更なく 8GB で提供している。

メールボックス容量：8GB，保存日数：制限なし，サービス：ウェブメール・POP・IMAP，
送受信可能なメールサイズ：20MB, その他：spam フィルタ

（参考資料１，２）

（２） 有償サービスの提供

以下の仕様の有償サービス（月額 1,000 円）を提供した。メールボックス容量は 2015 年４

月の拡大後の値である 40GB で提供している。

メールボックス容量：40GB，保存日数：制限なし，サービス：ウェブメール・POP・IMAP，
送受信可能なメールサイズ：20MB, その他：spam フィルタ

（３） 利用者サポート

メールと電話による相談窓口をおいた。2017 年 2 月にウェブサイトをリニューアルし，掲

載している内容を整理した。

（４） 英字氏名に基づく別名アドレス

職員基本メールのアドレスは，英字氏名と教職員用 SSO-KID から自動生成している。長い

名前の場合，メールアドレスを利用しづらいため，姓・名・ミドルネームをイニシャル化し

て短縮する別名アドレスを利用できるようにしている。

（参考資料２）

（５） ウェブメールの提供

構築当初より提供している Squirrelmail によるウェブメールに加えて 2015 年４月以降，

Roundcube によるウェブメールを並行して提供している。

２．学生基本メールサービスに関する事項

（１） 学生基本メールサーバの提供

2014 年 3 月に更新したメールシステムで継続して基本的な電子メール機能を提供した。

POP，IMAP とウェブメールを提供した。利用者あたりのメールボックス容量は 2015 年

11 月の拡大後変更なく 8GB で提供している。

メールボックス容量：8GB，保存日数：制限なし，サービス：ウェブメール・POP・IMAP，
送受信可能なメールサイズ：20MB, その他：spam フィルタ

（参考資料１，３）

（２） 英字氏名に基づく別名メールアドレスの提供

学生には学生番号を元にしたメールアドレスを自動的に付与しているが，利便性を考慮し

英字氏名に基づく別名アドレスを利用者が選択できるシステムを提供している。これによ

資料４－９

平成２８年度 情報統括本部 全学基本メール事業室 事業報告（最終版）
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